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 木々の葉が、赤や黄色に紅葉し、秋の深まりを感じる季節となりました。このところ、廊下で会ったとき

に気持ちのよいあいさつができる要っ子に感心しながらその後ろ姿を見送る瞬間に、「あれ？この子は

もうこんなに大きくなったのか！」と驚くことが増えてきました。背丈も、心もすくすくとたくましく成長して

いる要っ子。1 年間の折り返し地点を過ぎ、できるようになったこと、努力してきたことを児童と一緒に

認め合いながら、残りの日々で何を目指し、何に取り組んでいくのかを考えていきたいと思います。保

護者の皆様、地域の皆様には、今後もご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 日本全国、数多くの市町村や地区・地域がありますが、全く同じような環境・人・文化や風習、という

ことは、おそらくないのではないでしょうか。時代によって変化はありますが、その地域ならではの良さや

特長があると思います。 

 今月は、1 年生が学校近くの三角公園で秋を見つけに、2 年生が生活科の学習で町探検に行ってき

ました。3学年では学園交流として、各学校の地区についてのプレゼンテーションを行いました。要地区

の季節、人々の暮らし・産業、そして歴史などについて、自分の目や耳、肌などで実感することで、はじ

めて「人・自然・歴史が分かった！」と理解できます。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、学校行事や PTA・育成会等の活動などを通して、お子さんたちは

多くのことを学んでおります。今後もどうぞよろしくお願いいたします！ 

1 学年『あきとなかよし』 2 学年『町たんけん』 3 学年『大穂学区交流会』 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

自分たちの地域は オンリーワン！ ～地域から学ぶ！～ 

どんな発見があるかな？ 

この公園は落ち葉がいっぱい

だね！ 

かっこいいお仕事だなあ！ 

要には、いろんな会社がある

んだな！ 

前野小、吉沼小、大曾根小と

つながったよ！ 

要地区の紹介をしたよ！ 



 

 

市の教育大綱『“教え”から“学び”への転換』の具現化を目指し、本校では『主体的・対話的で深

い学びに向けた授業改善・主体的・対話的な場を構成する特別活動の充実』という組織目標を挙げて

取り組んでいます。 

  特に、特別活動については今年度の大穂学園での研修テーマでもあります。子どもたちが自ら考

え、自ら行動し、解決できる力を育むことができるよう、学級活動や委員会活動、学校行事等で『児童

主体の活動』に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   先日、ご家庭にご協力いただきながら、環境委員会で『牛乳パック回収』を行いました。環境委員の児

童は、校内にポスターを掲示したり、回収した牛乳パックを数えたりと、全員が協力して取り組むことがで

きました。環境委員の児童の頑張りと保護者の皆様のご力添えのおかげで、『４９８枚』も回収することが

できました。保護者の皆様には、たいへんお世話になりました！ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

要小の組織目標に向けた取り組み 

 

要っ子のすてきなところ ・委員会活動もがんばっています！ 

98 名の児童数でも、こん

なに集まるとは！要小はす

ごいね！ 

代表委員が、さわやかマナーアッ

プ運動で朝のあいさつをしてくれ

ました。 

11 月の代表委員会で

は、登校班のルールにつ

いて話し合い、アンケー

トも実施しました。 

３年生が自主的にト

イレ掃除に取り組ん

でくれました！すばら

しいですね！！ 


